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歯科医師国家試験の早期化について

「歯科医師国家試験制度改善検討部会 報告書 （抜粋）」

平成１６年３月９日

．試験の早期化IV

現行の歯科医師国家試験は 月に試験を実施し、 月に合格発表を行って3 4
いる。このため、合格発表後、歯科医籍に登録されるまでの約 か月間は、1
医療機関に雇用されながら歯科医業に従事することができない状況にある。

一方、平成 年 月から歯科医師臨床研修の必修化が決定している。歯18 4
科医師臨床研修の必修化を契機として、歯科医師国家試験の合格者が 月か4
ら円滑に研修を実施できる体制を整備していくことが必要である。

今後、厚生労働省は、関係団体等との十分な調整を行い、歯科医師国家試

験の早期化が実現できるよう努めるべきである。
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